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研究課題名 
（地域部門）鳥取県に流行するインフルエンザウイルスの増殖能と流行拡大との関連につ

いて 

研究結果 

1. 鳥取県と日本のインフルエンザ流行規模の相違 

鳥取県の定点あたりの（一定人口比で補正した）感染者数は、日本のものとほぼ同じ

であった。鳥取県で得られた型・亜型の割合も、日本のものと同様であった。 

2. 流行ウイルスの増殖程度 

６つの流行期に流行した、３種類（A(H1N1), A(H3N2), B）の増殖程度について

10^8個を境にして上下に分割して整理したところ、前年度と同じパターンを示す年が

なかった。 

3. 分離されたウイルス株の増殖程度によって違う細胞傷害性 

一定量のインフルエンザウイルスを細胞に暴露後３日目の細胞死の様子を観察し

た。ウイルスの増殖程度によらず細胞は死滅するが、増殖程度の高いものは、より

早くから細胞を死滅させる能力を発揮していた。 

研究成果 

1. 鳥取県の傾向は日本の縮図であると推定された。 

2. 鳥取県に流行するウイルスは、型・亜型、増殖能の２つの指標から見た場合、毎年異な

っていることが強く示唆された。このことは、前年度に住民が得た免疫が同様なウ

イルス株を排除しているものと考えられる。 

3. 鳥取県に流行するウイルスは、増殖能と細胞障害性が強い相関を示しており、増殖能が

重症化因子である可能性が高い。 
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平成 27年度鳥取県環境学術研究等振興事業 

（地域部門）鳥取県に流行するインフルエンザウイルスの増殖能と流行拡大との関連

について 

 

概要 

 感染者により異なるインフルエンザウイルスの増殖程度と、流行規模との関連を調査

したところ、増殖程度は、毎年異なるパターンを示したものの、低増殖能が主流のシー

ズンでも例年通りの流行規模を示しており、増殖程度は、流行規模に影響していなかっ

た。しかし、高い増殖能をもつウイルス株が細胞を死滅させる時間は短かった。したが

って、インフルエンザウイルスの増殖能は、流行規模に与える影響は小さいが、重症化

への影響が懸念される。 

 

鳥取県と日本のインフルエンザ流行規模の相違 

 鳥取県の定点あたりの（一定人口比で補正した）感染者数は、日本のものとほぼ同じ

であった。この

ことから、鳥取

県のデータは日

本全国のデータ

を反映している

と思われた。 

 

流行ウイルスの増殖程度 

 ６つの流行期に流行した、３種類（A(H1N1), A(H3N2), B）の増殖程度について 10^8

個を境にして

上下に分割し

て解析した。 

前年度と同じ

パターンを示

す年がなかっ

た。前年度に

住民が得た免

疫が同じものを排除しているものと考えた。 

 

鳥取県と全国の流行規模パターン	

2009-2010 2010-2011	 2011-2012	 2012-2013	

<3	
4	
5	
6	
7	
8	
9	

10	
11	

A(H1N1) 

<3	
4	
5	
6	
7	
8	
9	

10	
11	

2013-2014	

A(H3N2)	
<3	
4	
5	
6	
7	
8	
9	

10	
11	

2014-2015	

ウ
イ
ル
ス
株
の
最
⼤
増
殖
レ
ベ
ル

 
(1

0
n
 c

o
p

ie
s

/m
L

)	

B     	



増殖程度によって違う細胞傷害性 

 一定量のインフルエ

ンザウイルスを細胞に

暴露後３日目の細胞死

の様子を観察した。ウイ

ルスの増殖程度によら

ず細胞は死滅したが、増

殖程度の高いものは、よ

り早くから細胞を死滅

させた。増殖能は細胞傷

害性に強く関係していると推測された。 
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